
 

  

  

 

   

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

          

 

VOL⑥ ２月号 

お役立ち情報 

202３年 

認知症の種類について学んでみよう！ 
高齢者の５人に１人が認知症または予備軍と言われています。 

 認知症は脳の病気であることを理解し、まずは色んな病気の種類があることを学びましょう。 

アルツハイマー型認知症 

脳内にタンパク質が溜

まり萎縮する。 

認知症で一番多い病気。 

症状として何度も同じ

ことを言ったり聞いた

りする。お金の計算がで

きない。道に迷うなど。 

脳血管性認知症 

脳出血や脳梗塞 

クモ膜下出血などの 

脳血管性の病気が要因。 

損傷を受けた部位に 

より症状が異なります。 

レビー小体型認知症 

レビー小体という物質が 

溜まり発症する。 

幻覚や幻視、動作がゆっく

りになり体の震えがみられ

ることもある。 

前頭側頭型認知症（ピック病） 

脳の前頭葉・側頭葉が委縮し 

発症する。 

行動の抑制が効かなくなり 

自己中心的な行動や同じ質問 

を何度も繰り返す事がある。 

若い方の発症が多い傾向にある。 

その他にも、ビタミン不足や低血糖症、脱水、甲状腺異常や脳腫瘍などが認知症の原因になることもあります。

いつもと違うなどの気づきがあれば早期に認知症専門医へ受診し適切な治療につなげていきましょう。 

よくある質問 ポータブルトイレは介護保険で借りれるの？ 
排泄や入浴などの直接肌に触れる衛生用品は介護保険でのレンタルができません。 

ただし要支援１、２要介護１～５の方が下記の用具が必要な状態となり、日常生活の自立を助けるために 

必要と認められた場合は特定福祉用具購入の保険給付の対象となり購入することができます。 

支給限度は年間１０万円までとなり、利用者の負担額は自己負担割合（１～３割）に応じた費用となります。

希望される場合は特定福祉用具購入の手順に沿って申請が必要となりますので、 

担当のケアマネジャーさんへご相談をお願いします。 

 

① 腰掛便座（ポータブルトイレ・補高便座・和式トイレに置くものなど） 

② 自動排泄処理装置の交換可能部品 

③ 入浴補助用具（入浴用いす・手すり・移乗台・介助ベルトなど） 

④ 簡易浴槽 

⑤ 移動用リフトの釣り具の部分 

⑥ 排泄予測支援機器（令和４年４月より新たに追加） 

＊過去に同一種目の購入歴があれば、支給対象とならない場合があります 

例えば…３万円のポータブルトイレの場合

は受領委任払いにて 3000 円（自己負担割

合１割の場合）で.購入することができます。 

  

発行元：社協ケアプランセンター 

南島原市有家町石田８番地４６ 

TEL 0957-73-9830 

FAX 0957-82-0813 

✉keamane@minashimashakyo.or.jp 

広報担当：小嶺・荒木 公式インスタもあります         

南島原市社会福祉協議会 

特定福祉用具購入の対象品目は６つ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

🌸南島原市社協のまごころな話題🌸 

ケアプランセンター活動・研修報告 

R4.９/３ 有家町にて認知症サポーター養成講座を行いました！ 

有家コレジヨホールにて感染症対策を行いながら、開催しました。テーマは３つ「病気としての認知症を学ぶ」 

「認知症の人の気持ちやその家族の気持ちを理解し接し方を学ぶ」「認知症にならないためのポイントを学ぶ」です。

地域の民生委員さんも含め約２０名の方に参加いただきました。 

R4.１０/２２ 有家町で徘徊模擬訓練を実施しました。 

墓地清掃管理サービスをご存じでしょうか？ 

 

問合せ先：南島原市社会福祉協議会 

（地域福祉課：担当 氏原
うじはら

） 

TEL：0957-82-2791 

今年は有家小学校の周辺地区を対象に開催しました。近隣の学童や児童、高校生、地域の方々のご参加に加え、 

南島原市警察署、南島原市役所、ささえさんの会、哲翁病院、やまぼうし、地域包括からのご協力もありました。 

近年認知症高齢者の発生件数が増加傾向にあり、時間が経過するほど捜索が困難になるほか、本人も不安や身体的 

危険にさらされることになります。家族だけでは見守りに限界があり、地域住民の協力が必要不可欠となってきます。 

徘徊訓練を通じ声掛け方を学び認知症についての理解を深め、安心して暮らせる地域づくりを推進しています。 

南島原市にお墓があり、身体的な理由やご家族の都合で墓地清掃に 

お困りの方に代わりお墓の清掃や供花を代行するサービスです。 

墓地管理にお困りの方は、下記までご相談ください。 

 

ささえさんの会 

紙芝居＆声掛け方の劇 

 

たくさんのご参加 

ご協力ありがとう 

ございました 役者の皆様 
高校生による     

やさしい声掛け      

子供たちの勇気 

ある声掛け      

警官の方も 

巡回中 


